
３月２日 ゆく河の流れは絶えずして 

 

 今日は、「学校だより」におうちの人、地域の人向けに書いたことを皆さんにも話すこと

にします。 

ゆく河の流れは絶えずして しかももとの水にあらず 

淀みに浮かぶうたかたは かつ消えかつ結びて 久しくとどまりたるためしなし 

世の中にある人とすみかと またかくのごとし  

３学期音読の全校の課題「方丈記」の一部です。たくさんの人が覚えて校長室で暗唱を聞

かせてくれているものです。 

今日は、はじめにこの部分の意味を一緒に考えてみ

たいと思います。 

 

ゆく河の流れは絶えずして しかももとの水にあ

らず 

川の流れは休みなく続いていて、止まることがあり

ません。でも、目の前を流れていくその水は、さっき

流れていた水とは別の新しい水に入れ替わっていま

す。 

 

淀みに浮かぶうたかたは かつ消えかつ結びて 久

しくとどまりたるためしなし 

流れがゆっくりの場所に浮かんでいる「あわ」も、

消えたかと思えばまた新しくできたりして、ずっとそ

のままの形で残っていることはありません。 

 

世の中にある人とすみかと またかくのごとし 

この世に生きている人や、人が住んでいる家も、川

の流れや泡と同じように、ずっと同じままということ

はなく、いつも変わっていくのです。 

 

 

 

 

 

 

 



「この世のものは、ぜんぶずっと同じままではなく、いつも少しずつ変わっていきます」 

「だから「今」という時間は、とても大切です」という思いが伝わってきます。 

 

 私は、「ゆく河」を１２０年続いた千束小学校に

置き換えて考えました。 

 千束小学校は１２０周年です。１２０年間、変

わらない川の流れと同じようにここにあり続けま

した。でも、ここで勉強している子供たちも先生

たちも、毎年入れ替わっています。「昨日の自分」

より「今日の自分」の方が賢く成長しているので

すから、昨日の千束小と今日の千束小では違うと言えます。変わっていくことには寂しさも

感じます。先週、６年生を送る会を行いましたが、６年生は、もうすぐ千束小学校を卒業し

ていきます。とても寂しく感じます。でも、川のように変わらずあり続けることに心強さを

感じます。卒業しても、戻って来られる場所であり、みんなで集まることもできる場所でも

あります。 

 

 １２０周年を迎えた千束小学校の中で、毎日変化、成長していることを自分自身で感じ、

確かめながら、残り１か月の学校生活をがんばっていきましょう。 

 

 

 

 


